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第 一 章
ヴ くヤ ー サ(Vyasa)が 語 ら れ た こ と で あ る.昔,ナ イ ミ シ ャ の 森(Naimisaranya)で,シ ヨ
ウ ナ カ(Shyunaka)以下(八 万 八 千)の リシ た ち が,プ ラ ー ナに 精 通 す る ス ー タ(Suta)1に 齢 尋
ねしたことがあつた.(1)リ シたち繝 うて言 うには,厂鯑 や苦行によつて聯 のもσ鵜 られ
ま し よ う か.そ の 一 部 始 終 を お 伺 い 致 し と う ご ざ い ま す.お 説 き下 さ い.マ ハ ー ム ニ よ.」(2)
スmは,「 昔 ,ナ ー ラ ダ 。 リシ に 問 わ れ な さ れ て,ヴ イ シ ユ ヌ神(Kamalapati)が ス ラ ル シ(
Surar鋭)〔 す な わ ち ナ ー ラ ダ 〕に 語 ら れ た こ と を そ の ま ま ,お 欄 か せ しよ う.心 して お・開 きな
さ れ.」 と言 つて 語 ら れ た.(3)
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昔,ナ ーラダ。ヨーギーは,衆 生 を助けよう,と 願い,数 多の世界 を巡 ってNて,人 間界(
Mrtyuloka)へ来 られたことがあ つた.(4)そ こで,す べての人間が,さ まざまな苦 しみにつ
ながれ,自 らの業 のために,幾 様 もの生を享けて苦 しんでいるのを御覧になつて(5)どうした ら,
この者たちの苦 しみをす つか り滅することがで きようか,と 思案なさ り,ヴ ィシユヌ界(Vignulしka)
チヤクラ
へ向かわれた.(6)そこで,光 り輝 く肌で,四 本 の手にはそれぞれ,法 螺貝,円 盤,杖 足華を持ち,
野の花の花輪 をおつけのナー ラーヤナ神に(7)拝謁 して,神 々の主へ の礼讚を始め られた.「 御姿
は言葉 も思念 も超え,御 力は限 りな く,(8)初めな く中な く終わ りな く,属性を帯びず して属性を持
たれ,一 切の ものの始めにあられ,信 者たちの苦 しみを滅 して下さ る方に敬礼致 します.」(9)ヴ
ィシsヌ 神は,こ の礼 讚を聞かれて,ナ ー ラダAリ シに澄声をかけ られた.神 のお・つしやるには,
厂ここへ澄いでなさつたのは,如 何なる用が あつての ことか.心 に浮かんだ ところを(1。)すべて話
されるが よい.尊 き方 よ.私 がお答えしよう.」 ナー ラダの申 し上げなさるには,「 人間界では,
人間はすべて種 々の苦 しみにつながれ,更 にその悪業のために,幾 様 もの生を享けて苦 しむのでご
ざいますx(11)この苦 しみ を滅す るための容易な方法についてお尋ね致 しとうござい ます.御 慈 しみ
に より,ど うかその一切を澄説 き頂けます よう.」(1?)神は知 つしや つた.厂 よいそ,汝 の問 いは
人々のためを願 つてのこと,迷 妄 よ り解 き放たれるための方法 を汝に授けよ う.(13)天界,地 界 を'
ヴラタ
通 じて二つ とない,深 大な功徳ある願行が ある.汝 の心ぱえを愛でて今,そ れを明 らかにしよう.
(、)正に,サ テ,ヤ.ナ ーラーヤ 榊 の薪 字を正 しN作 灘 則 り,行 な うな らば,驪 鮟 楽 を
享け,死 後は解脱2に 到るであろ う.」(15)神の この御言葉に,ナ ー ラダ 。ムニは更に澄尋ねなさ
れた.ナ ーラダの申 し上げな さるには,厂 そ れを致 しますれば,如 何 なる御利益が ございまし よう
か.如 何なる作法にて致せばよろしゆうござい まし よう.ま た,か つて如何なる方がそれをなさい
ましたか.(16)また,如 何 なる日になすべ きでございましょう.そ のすべて を詳 しくお説 き頂けま
す よ う.」 神は語 られた.「 これは,人 の苦 しみや悲 しみ などを滅 し,財 や穀物 を増し,(17)幸運
と子孫を授け,い ず こにて も勝利を もた らす ものである.誠 ら、と敬虔の念に満ちた日であればいつ
で も(18)その夕刻にサテ1ヤ 。ナー ラーヤ ナ神を衵 るが よN.バ ラモ ン,縁 者 と共 に真剣 に務 める
よう.(ユ9)真心をこめて畔 分増量の食物艫 つ妖 蠱 鰍 よ.すなわち,バ ナナ躍 罎 牛乳,
小麦 のチー ル ナカ,4(2・)小麦のなし暢 合は米の粉 隔 砂黻 いは黒砂糖,こ れ らの食物をすべて,
四 半 分 増 し の 量 ず つ 揃 え て 供 え る が よい.(21)縁者 と共 に バ ラ モ ン の 誦 す る 物 語 を 拝 聴 して の ち,布
施 を 差 し上 げ る よ う.そ の 後.縁 者 と共 に,バ ラ モ ン た ち を 饗 応 す る よ う.(22)御下 が りを 恭 々 し
くい た だ き,歌 や 踊 りな ど を(徹 霄 し て)な す こ と.(外 か ら 来 た 人 た ちは)サ テ イヤ 。ナ ー ラ ー
ヤ ナ を 念 じ な が ら,お の お の 家 路 に つ くが よい.(23)こ の よ う に 行 な うな らば,人 間 た ち の 念 願 は
必 ず か な え られ よ う.特 に 悪 し きカ リの 世(kaliyuga>に澄 い て は,こ れ が 最 も容 易 な 方 法 で あ る ・」
これ に て ス カ ン ダ 。 プ ラー ナ(SkandaPurara),レーヴ ァ ー 編(R3vaKhanda),サテ ィヤ 。ナ
ー ラー ヤ ナ 。ヴ ラ タ ・カ タ ー ,第 一 章 終 わ り.
勧1ス ー タ こ こ で は,Romahar§ana(もし くはLoma,harsana)。Sutaのこ と で,ヴ ィ ヤ ー
サ(v画sa)。リシ の 五 人 弟 子 の 一 人.プ ラ ー ナ を 初 め て 語 つた と さ れ る ・
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2解 脱 こ こでは ヴィシユヌ神の天国へ行 くことを意味す る.
3四 半分増量の食物 を盛 つた天食 ヒンディー訳では,`・・aivθdya(pa肱工tnithai)aur
sav醇aprasa♂礼を供えよ,ととある.`pakkimithai、はギ ーで揚げた菓子の こと.
4ナ ユールナカ(cliurnaka)穀物 を油で揚げてか ら,つ き くだ いて粉 とした もの.ヒ ン
ディー訳では,ccurna(ata)`とあり,小 麦粉 としてNる.
5米 の粉(shatichurna)ヒンデ ィー訳では,`sath3(chaval)ka.churna、とある.sathi
は,雨 期に産す る米 の一品種で種を播いて より六十 日で実るのでこの名がある.
第 二 章
スー タは,厂それ では,先 にこのヴラタを行な つたものの話をしよう.」 と言 つて語 られた.
美 しtoカー シーの都(K-a,shipura)にひとりの赤貧洗 うが ごときバ ラモンがお・つた.(1)飢えと
渇 きに心乱れ,常 に市中を徘徊しておつた.バ ラモンを愛で られる神は このバ ラモンの苦 しみを御
覧 じて,(2)バラモンの老人 に身をやつ し,丁 重にお尋ねにな った.「 もうし,バ ラモンどの.如 何
なる故あつて,い つ も市中を徘徊 してお・られますのじや.(3)そのわけを一部始終お尋ねしとうなつ
た.の う,バ ラモ ンどの.ど うかお話し下 され.」 バラモンが答えて言 うには,厂 拙者はバ ラモ ン 鮒・
なれ ど,あ ま りの貧 しさに乞食 をして徘徊いたして諭 ります.(4)のう,御 老体,も しもなにか術 を
御存知な らば,お 教え下 さらぬか.」 老人の語 るには,「 サテ ィヤ 。ナーラーヤナ神 とは ヴィシユ
ヌ神のことで、何事 も望みの ものを賜わる方 じや.(5)バラモ ン殿,御 身はかの神を礼拝し,そ の最
高の ヴラタを為 されるが よい.こ れこそ,人 がすべての苦 しみ を免れるというヴラタじや.」(6)
ヴ ラタの方法を丁寧 に読 くと,老 いたるバラモンに身 をやつ したサテ ィヤ 。ナー ラーヤナ神はその
場で姿を消された.(7)老人に教え られたヴラタを為そ う,そ う考 えて,バ ラモンはそ の夜 一睡 もで
きなかつた.(8)朝,目覚め ると,サ テ ィヤ ・ナー ラーヤナの ヴラタを行な う決意 をして,乞 食に出
た.(9)その日,バ ラモ ンは沢山 の ものを得ることができ,そ れを用いて家族と共にサティヤ神のヴ
ラタを行 なった.(ユo)その ヴラタの御利益で,あ らゆる苔 しみから解 き放 たれ,あ らゆる幸運 に恵
まれて,裕 福なバラモンとな りなさつた.(1ユ)その後 も月 ごとにヴラタをなした.バ ラモンはこの
よ うに してサテ ィヤ 。ナーラーヤナ神の ヴラタを行ない,(ユ2)あらゆる悪行 より解 き放たれて解脱
を得な さつたのである.「 バ ラモ ンの方々 よ.こ の地上で この ヴラタを行なえば,(13)正にその時
人間のすべての苦 しみは滅す る.こ のようにナー ラーヤナ神がマハ トマー ・ナーラダに語 られたの
を(14)そのまま澄伝 えしたが,さ て次には何を語ろ うか.」 リシたちの間 うてCTうには,「 その
バ ラモンから伝え聞いてこの地上で次にそのヴラタを行なったのは どなたなの か,(ユ5)その一部始
終をお聞 き致 しとうございます.私 どもも信心が湧いてまい りま した.」 スータは,「 地上で行 な
われたこのヴラタのことを,各 々方,お 聞 き下 され.」 と言 つて語 られた.
ある時,か のバ ラモンは,そ の持てる富 にふさわしN(ユ6)ヴラタを親類,縁 者を集めて為そ う
として知いでじやつた.ち ようどその時,ひ とりの薪売 りがや って来 た.(17)外に薪を置いて,バ
ラモンの家へ入 つた.ひ どい喉の渇 きに苦 しんでいたその男は,バ ラモ ンが ヴラタを行 な うのを目
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にして,(18)平伏 してバラモ ンに尋ね た.厂 何をなさって澄 られるのですか.そ れ を為す と,ど の
ような御利益があ りまし ょうか.旦 那様,私 めに詳 しく澄教 え下さい まし.」(ユ9)バラモンは答え
て言 うた.「 ζれはサテ イヤ 。ナー ラーヤナ神のヴラタじや.あ らゆる願いが叶え られるとい うも
の.わ しは この神のおかげであ りとあらゆる富を授か つたのじや.」(20)薪売 りはバ ラモンか らこ
のヴラタについて聞いて歓喜した.水 を飲み,御 下が りを頂 き,町 へ帰 つた.(21)サテ ィヤ 。ナー
ラーヤナ神 を念じなが ら考えた.「 今 日,街 で薪を売 って得 る金で,(22)この上 なきサテ ィヤ 。ナ
ー ラーヤナ神のヴラタを行な澄 う.」こう心に決めて,頭 に薪を載せ,(23)富者たちの住む 美 しい
街へ行 つた.そ の日た きぎはいつ もの倍の値で売れた.(24)男は喜んで,よ く熟れたバナナ、砂糖
鞍 牛乳 小麦のチ_ル ナカを(25)畔分増の艫 ずつ節 撤,家 へ戻つた.瀦 を勦.
作法 に則 つて ヴラタを行 なった.(26)その ヴラタの御利益に より.富 と子孫 に恵まれる ようにな り,
この世で安楽 を楽しんだのち,サ テイヤプラユ(Satyapura)へ行 つた.
これにてスカンダ 。プラーナ,レ ーヴアー編,サ テ イヤ ・ナーラーヤナ 。ヴラタ 。カター,第.
二 章終わ り.
麟1サ テイヤプラ サテ ィヤ 。ナーラーヤ ナ神 の都.ヴ イシ ユヌ界.
第 三 章
スータは,「 さて,先 の話をしよう.貴 きムニの方々.お 聞き下され.」 と言つて語 られた.
昔,ウ ルカームカ(Ulkamukha)とい う名の賢い王 があつた.(ユ)感官 を制 し,虚 言を語 らず,
日毎,社 へ赴き,喜 捨を してバ ラモンたちを喜ぱせて齢いでだつた.(2)王妃の ブラムグダー(
Pramu.gdhδ)はその顔ばせ蓮の如 く麗 しく貞淑な方で あつた.王 はバ ドラシーラ河 くBhadrasBila
nadエ)の岸辺で サテ ィヤ神 のヴラタを行な つてお られた.(3)ちようどそ こへ,一 人の商人がやっ
て きた.〔 その船には 〕商いのため数 多の財宝を積んでいた.(4)商人は船をその岸へ着 け,王 の
側へ行 き,ヴ ラタを行な う王に恭々しく尋ねた.(5)商人が言 うには,「 陛下,真 心 をこめて何を
なさ ってお られます か.ど うぞ齢説 き下さいまし.一 部始終 を澄伺い致しと うございます.」(6)
王 は答えて 「商人殿,男 子等の宝に恵 まれる ようにと,家 人 と共に,御 威光比類な きヴィシ ュヌ
神の礼拝 とヴラタを行な つておる ところじや.」(7)王の言葉を聞 くと,商 人は恭hし く申 し上げ
た.「 陛下,私 めに詳し く澄話 し下 さいまし.お 教え下 さる通 りに致 しまし よう.(8)私めに も世
嗣がございません.そ のヴラタの御利益 で必ず恵まれまし よう.」 それか ら商人は商いを打ち切 り
喜び勇んで家へ帰つた.(9)妻に子宝に恵まれ るとNう ヴラタにつ いて話した.厂 子供を授かつた ら
その時ヴラタを しよう.」(ユo)この ように,商 人はそ の妻 リー ラー ヴアテ イー(Lilavati)に言う
たのである.あ る日,そ の貞淑な妻の リー ラーヴァティ 一ーが,(11)夫と共に喜びを分かちあ つた.
す ると妻は,サ テ ィヤ神の御慈悲によ り身寵 つた.(ユ2)十月目に珠玉の如 き女兜 が生まれた.日 毎,
大 きくな る様は満 ちゆ く月 を思わせた.(ユ3)月に寄せてカ ラーヴ ァテ イー(Kaユavatf)と名付け
た.そ の時,リ ーラーヴアテ ィーはやさしく夫に尋ねた.(ユ4)「なぜ,一 度お誓いにな つた ヴラタ
をな さ りませぬか.」 商人が答 えた.「 ああ,心 配 なさ るな.こ の娘の婚礼 の時にヴ ラタをしよう・」
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(15)この ように言 うて妻 を安心させ,街 へ 出た.そ れから,娘 のカ ラーヴァテイーは父 の家で成長
した.(16)街で友達 といる娘を見 ると,商 人 は父親の務めをわ きまえ,使 者を遣わ した.(17)「娘
の結婚相 手にふさわしい立派な婿 を探せ.」 との命 を受けて,使 者はカーンチ ヤナの都(喩c鋤a
nagara)へ行 つた.(1S)使者は その都か ら,あ る商家 の子息を連れ帰った.商 家 の子息が,徳 も
具え,容 姿 も端整な若者であるのを見て,(ユ9)商人は友人,縁 者共々大 いに満足 し,儀 式に則つて
娘を子息に嫁がせた.(20)しかし運 命の然 らしむるところに より,婚 礼に際して最高の ヴラタを為
す ことを失念 して しまい,神 の怒 りを招いた.(21)そののち,家 業に熱心 で敏腕の商人は,婿 を連
れて商いに出た.(22)岸辺の美しい都 ラ トナサー ラユ(Ratnasarapura)へ着 くと,婿 と共にす ぐ
に 商い を始めた.(23)二人がチヤン ドラケー トウ(Candrakatu)王の美しい都へ着いたその時に,
サテ ィヤ 。ナーラーヤ ナ神は,(24)商人が約束 を破 つたのを知 り,呪 誼 を発せ られた.「 この者に
恐 しき,辛 き,大 いなる苦あれ.」(25)ある日,盗 賊が王 の宝を盗んで二人の商人が泊ま つている
ところへやつて来 た.((26)追手が迫るのを見て恐 れをなし。 宝をその場 に残 してすばや く身 を隠 し
た.(27)追手は無実の商人たちの ところへ来 ると,そ こに王の宝 を見 つけたの で,二 人を捕 えて連
れ帰った.(28)喜び勇んで御前へ馳せ戻 り,申 し上げた.厂 盗賊二人をひつ捕えて参 りました。御
覧の上,御 下命頂 きとうございます.」(29)王の命が下るや,取 調べ もな く固 く縛 り上けて城中
の獄に閉 じこめた.(30)サティヤ神の幻力のために,二 人の言 うことに耳を貸す ものはなかつた.
さ らに二人 の財産 を も,チ ヤン ドラケー トウ王 が没収 してし'まつた.(3ユ)この呪 室曳により,家 にあ
つた妻 も大いに苦 しめ られた.家 にあ つた財物 は悉 く,盗 賊に奪われた.(32)妻は,身 も心 も疲れ.
果 て飢え と潟 きに苦 しんで,戸 口に立 って食べ物を乞 うて歩いた.(33)娘のカ ラー ヴァティー もま
た,日 毎物乞い をして廻 つたが,あ る日の こと,飢 えに苦 しんでバ ラモンの家へ行った.(34)そこ
で,サ ティヤtナ ーラーヤナのヴ ラタを見た.近 くにすわ つて物語を聞き,神 にお恵みを願 い,御
下 が りを頂 き,夜 にな って家へ帰つた.(35)母は娘 のカ ラー ヴアティーにやさ しく尋ねた.厂 お懐
え,夜 分 どこに居なさ つたの.何 を考 えていなさる.」(36)娘はす ぐに母 に答えた.「 母上,バ
ラモ ンの家で願い をかなえて くれるヴラタを目にしたのです.」(37)娘の言葉を聞 くと商人の妻は
たいへ ん喜んで,サ ティヤ 。ナー ラーヤナのヴ ラタを行お う,と 思 つた・(38)妻は親類,縁 者 と共
に ヴラタを行 つた.「 夫 と婿の二人を即刻家へ戻 らせたま え.(39)その罪を赦 したまえ.」 このヴ
ラタによつてサテ イヤ 。ナーラーヤナ神の怒 りは解けた.(40)神は ナヤンドラケー トウ王 に夢を見
させた もうた.「 徳高 き王 よ.夜 が明けた ら,獄 中の商人二人 を釈 放す るが よい.(41)汝が没収し
た一切の財物 も即刻返すべ し.さ もな くば,汝 の国 も宝 も愛児 も滅ぶ もの と知 れ.」(42)この よう
に王に告げて神は姿 を消された.そ の翌朝,王 は側近 を従えて(43)議場 に座 を占め,人 々に自分
の見た夢のことを語 られた,厂 獄に ある商家の者二人 を即刻釈放せ よ.」(44)との王の命を受けて
廷 臣 らは二人 を獄 か ら出し,王 の御前へ引出して恭 々し く申 し上げた.(45)「商家の者二人,足 枷'
を解い て連れて参 りま した.」 二入の商人はチヤン ドラケー トウ王に平伏 し,(46)かつての事を思
い出 して恐 ろ しさに声 もなか つた.王 は二入を見て丁重に声 をかけ られた.(47)「運命 により,た
Nへ ん辛い 目に遭いなされたが,も う恐れ ることはない.」 足緬をはずさせ,ひ げ も剃 らせなさつ
21
た.(48)王は二人に衣服,装 身具を与えて大いに悦ぱせ,丁 寧 な言葉 をかけて大いに悦ぱせた.(49)
かつて没収 された財物は二倍にして返された.そ の のち,王 は二 入に家へ返 るよう命 じた 。(50)二
人の商人は王に向かN平 伏 し,「 陛下 の御慈悲によ り,帰 りつ くこ とがで きます.」 と申し上げて
故郷へ 向かつた.(5ユ)
これにてスカンダ 。プ ラーナ,レ ーヴアー編,サ テ イヤ 。ナー ラーヤナ ・ヴラタ 。カター,第
三章終 わ り.
(訪1ヒ ンデ ィー訳では`Ratna魏raa.とある.
第 四 章
スータは語 られた.「 商 人は 道中の無事を神に祈 つて旅立 つた.バ ラモンたちに喜捨 をしたの
ち,街 へ向か つた.く1)少し進んだ時,サ テ ィヤ 。ナー ラーヤナ神は商人に,「 汝の船には何が積ま
れているか.」 とお尋ねになつた.(2)おご りたかぶ つたこの二人は嘲笑 して言 うた.「 や あ、行者
よ.何 でお尋ねにな る.金 が欲 しいのかな.(3)この船にはつる革,木 の葉を積むだけ じや.」 この
不遜 な返答 を開 くと行者は,厂 その言葉,ま ことなれ.」(4)と言い放 つて即座に船を離れ,少 し
行 つて河岸 に立 つた.(5)行者が立 ち去 つた後,商 人は 日々のお務めを済ませた.そ の時,船 が先刻
よ りも浮 き上が つてい るのに気付いて 仰天した.(6)見れば,荷 がつ る草の類ばかりになつて いる.
商人は卒倒 した.意 識が戻 ると悲嘆に くれた.(7)その時,婿 が こう言 うた.「 嘆いたとて詮ないこ
と.行 者の呪いがかか ったのでございましよう.(8)きつとあの方には,一 切不可能な ことはないの
です.で すか ら,あ の方に御加護を乞えば,願Nは 必ずかなえ られますよ.」(9)商人は婿の言葉
を陶き,行 者の もとへ 向か った.行 者 の姿 を見 ると,真 心をこめて行者 に拝礼 して恭々しく言 った.
(lo)「尊者に対し,不 遜なことを申しました.ど うか罪をお赦 し下さい袋せ.」 悲 しみに うちひし
がれて,こ のように何度 も頭を下げた.(11)行者は商人が嘆 くの を見て声をかけ られた.「 嘆 くを
やめ,我 が言葉を聞 くがよい.汝 は我 を侮 り,礼 拝 を怠 った.(12)我が命に より,愚 かな汝は重ね
重ね苦 しみを享けた.」 この神 の言葉 を聞 くと,彼 は礼讚 を為そ う,と 念じた.(13)商人が申し上
げるには,厂 御幻力に惑わされては,梵 天を始め とす/;天にいますすべての神 々で も御 姿や御属性
を見分け ることがで きません.驚 くべ きことでござい ます.(14)愚かな私めが御幻力に惑わ されて
分かろうはず もございません.御 怒 りを澄鎮め下さい.下 僕は持て る富 に従い,能 う限 りの礼拝 を
致します.(15)先の積荷一切 とおすが り致 してお ります この下僕を守 りたまえ.」 誠心 こもった こ
の言葉 に,ヴ イシユヌ神IJa痴rdana)は満足なさ った.(ユ6)藍みの ものを.与えて神(hari)は姿 を
消された.そ こで商人は,船 に乗 り,積 荷が元通 りに満載されているの を見て,(ユ7)「サテ イヤ神 の
御慈悲により,我 が塾みは叶えられ广.」 と言い,一 行 の者たちと,作 法に則 つて礼拝 を為 し,(18)
サティヤ神の恵みによ り,毒 びに満ちあふれ,船 を慎重に整備 して故郷へ向かつた・(ユ9)商人は婿
に言 うた.「 御覧.我 らが ラ トナプ リー(Ratnapuri)じや.」 荷の見張番 を漢者 として遣 わ した.
(20)硬者は街へ行 き,商 人の妻に会い,合 掌 して拝 し,吉 報を告げた.(2ユ),「御主人様 と御婿 君
は,一 行の者 を連れ,大 いなる財宝 を積んでこの街の近 くにお帰 りにな りま した・ 」(22)睫者の
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口よりこの言葉 を聞いて,貞 女は大い に喜び,サ テ イヤ神に礼拝 したのち。娘に言 うた。(23)厂私
は出迎えに行 きます.そ なた も急 ぎ来な さるがよい.」 母の言葉 を聞いて,.娘は,ヴ ラタを為 し,
終えると.(24)御下が りを頂 かないままその場 に残 して,自 分 も夫の もとへ駆けつ けた.サ テイヤ
神はそれを怒 り,婿 と船を(25)奪い去 り,財 宝 と もども水に沈めてお しまいになった。そ こでカ
ラーヴアテ イーは夫の姿 が見えず,(26)あま りの悲 しみにその揚 に泣 き崩れた.商 人は,船'が沈み
娘が悲嘆 に くれる有様 を見 て,(27)恐れおののいて言 うた.「 さて も不思議の ことじ や.」 船乗 りた
ち も皆怖 れた.(28)その時,娘 の様子に仰天した リーラーヴ ァティーは,壽 ろお ろと泣 き嘆いて夫
に言 うた.(29)「婿君を乗せた船が一瞬の うちに姿を消してしま つたのは何故でござい'ましよう.
一体 どの神 を蔑 ろに したために,船 をさ らわれたので しょう.(30)サテ ィヤ神の御威光をだれが
は か り得 まし ようか.」 こ う言 つて一行の者たちと共 に嘆 いた.(51)娘を抱 きしめて泣いた.そ の
時,娘 のカラーヴァテ ィーは夫を悲 しむあま り(52)彼の沓 を抱いて,そ のあ とを追齢 う,と 心を
決 めた.1娘 の所作 を見て,心 やさしい商人 とその妻は,(Jv)耐え難い苦 しみに身を焼かれた.商
人 は法をわ き・まえるが故に,考 えた.厂 恐 ら くは,サ テ ィヤ神に船をさ らわれ,そ の幻力 に惑わさ
れてNる のだろ う.(34)持てる富に従N能 う限 りのサテ ィヤ神礼拝を為そ う。 」と皆を呼び集めて
思 うところを告げ た.(:;5)繰り返 し,サ テイヤ神に五体投地 の礼拝を行な つた.す ると,苦 悩する
者 を於守 り下 さるサテ ィヤ神は,(36)信徒へ の御慈愛か ら,お 声をかげられた.「 汝の娘は夫に会
うため,御 下が りをそのまま残してやつて来た.(37)故に,娘 婿は忽然 と姿を消 したのである.家
へ行 き,御 下が りを頂いてか らまた来 るな らば,(vC)必ずや汝の娘は夫 に会 うだろ う。」 娘は天
界か らこの ような言葉 を聞き,(39)すぐに家 に向い,御 下が りを頂Nて か ら,ま たひき返 し,夫 に
会 うことがで きた.(40)そこでカ ラーヴアティーは,父 親 に向か つて言 うた,「 さあ,父 上 ・もう
家へ齢帰 り下さいまし.ぐ ず ぐずな さるこ とはございませぬ.」(4ユ)商人 は 娘 のこの言葉 を うれ
しく思 つて同意した.サ テ ィヤ神の礼拝 を作法 に則 つて行 な つて後,(42)一行をひ き連 れ.財 宝を
持 つて,家 へ 帰 つた満 月の時と,サ ンクラーンテ ィ2(・ankrant・)の時に,サ テ・榊 の礼拝
を行ない,(43)この世で安楽を楽 しみ,死 後はサテイヤプラへ行 った.(44)
これにてスカンダ 。プラーナ,レ ーヴァー編,サ テ ィヤ 。ナーラーヤナ。ヴラタQカ ター,第
四章終わ り.
サティー
曲1彼 の沓を抱Nて_ヒ ンデ ィー訳には焼身を決意した,と ある.
2太 陽が一つの天宮か ら,次 の天宮に移動す る日.
第 五 章
スータは,「 さて,先 の話を しよう.貴 きムニの方 々よ.齢 聞き下 され・」 と言つて語 られ
た.
トウンガ ドウヴァジヤ(Tunga(ihvaja)と喚 う名の熱心に臣 民を守護する王があった.(1)この
王 はサテ ィヤ神 への供物 の御下が りを頂かなかつたので難儀な目に遇つた.あ る時,王 は森へ行 き
数多の獣を狩 つて,(2)バンヤン樹の根元へ来ると,牛 飼いたちが,家 族 を連れ,誠 の心 より礼拝
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を為 してNる のに出`IL4z.s」つた.(3)王は傲れる心によ り,見 て も近づかず、拝 さなかった.そ の時,牛
飼いたちは皆,王 の もとに御下が りを置 き,(4)また 〔もとの場所に 〕帰 つて,思 い思Nに 頂いた.
その時,御 下 が りを頂かなか つたために,王 は辛い目に遇つた.(5)百人を数えたその王 子達 も,財
貨や穀 物も,す べて滅び去 つた.(王 は 〕「サティヤ神がすべてを滅せ られたに相違 な丶へ(6)ならば
〔サティヤ 〕神の礼拝 をしていたかの地へ行こ う.」 と意 を決 して牛飼い達の もとへ行 つた.(7)
そして,牛 飼い達 と共に,作 法に則 つて,真 剣 にかつ敬虔 にサテ イヤ神の机拝 を行な った.(8)サ
ティヤ神の御慈悲に より,財 貨や息子に恵まれて,こ の世で安楽な・一生を送 つたのちにサテ ィヤプ
ラへ行 つた.(9)正にかけがえなきこの サテ ィヤ神の ヴラタを為す者.ま た 真摯な心を もつて,ま
こ と功徳あるその物語を聴 く者は,(lo)サテイヤ神の御慈悲 により.財 貨や覈物 などに恵 まれる.
貧 しき者は富を得,囚 われ人は鎖 より解かれ る.(11)怖れる者は怖れより解かれ る.こ の ことは必
定 であつて疑いない.願N通 りの御利益を享け,死 後は サテ ィヤプラへ行 く.{ユ2)「と,こ の よう
に,人 がそ れを為せぱすべての苦 しみか ら解かれるとい うサテ ィヤOナ ーラーヤナ神のヴラタは説
かれたのじやが,さ て,バ ラモンの方々よ.(13)特に悪し きカ リの世にあ つてyサ テ イヤ神の礼拝
は御利益ある有難い ものじや.こ の神をある ものはカー プ(回a)と 呼び,あ る者はサテ ィヤ,あ
る者はイーシヤ(Isha)と呼 ぶ.(14)また ある者は サテ ィヤ 。ナーナーヤナ と呼び,サ テ ィヤ神
と呼ぶ者 もある.様 々な姿 をとられてすべての者の願い事を叶えたま うのじや.(15)カリの世にお
い て,ヴ イシ ユヌ神(Sana七m)はサテ イヤ 。ヴラタの姿をとつて現わ れたま う.ヴ イシユヌ神が
と りた もうた化身であつて.す べての者の願いを叶えて くれる(16)この ヴラタを常 に読誦 し,聴,
聞すれ拭 そ の者 の罪障は.サ テ イヤ神の御慈悲に より消えさるの じや.(17)では尊 きムニの方々
よv先 にサティヤ ・ナー ラーヤナ神の ヴラタを行 なつた入々のその後に享げた生 について申 し上げ
よう.(18)大智 あつたシャターナンダ(Shatananda)は,バラモンのスダー マー(Sudama)となり,
ク リシユナ神を心 に念じて解脱を得 た.(19)薪担 ぎの ビッラ族1の 男 くbbilla)は,グハ 王(
Guharaja)とな り。 シユ リー 。ラーマの為につ くして解脱 を得 た.〈20)立派な王 であつた ウルカ
ームカは,ダ シヤラタ 〈Dashara七ha)王とな リシユ リー 。ランガナータ(Shri丑ahgan劭ha)を
拝 して,シ ユリー 。ヴ ァイクンタ2(ShriVaikuntra)へ行った.(21)敬虔に して誓いに忠実であ
つ嫡 人は,モ ー ラ ド,ヴ アジヤ(M。radhvaj。)とな り,俄 子の)体3講 鍛4(ま つ二鯛
切 つて捧 げ,解 脱を得た.(22)偉大な王 であつた トウンガ ドウヴァジ ャ絃.ス ヴァーヤンブヴア
(Svayambhuva)にな り,あ らゆる方法でヴ イシユヌ神 の礼拝 を行 ない,5シユリーバイ クンタに行 つ
た,と 伝えられる6(2・)
これにてスカンダ 。プラーナ,レ ーヴ ァー編,サ テイヤ 。ナー ラーヤナ 。ヴラタ 。カター,第
五章終わ り.
曲1山 間に住む未 開種族
2ヴ イシzヌ 神の天国
3異 本(1)は「妻と二人 して息子の体 を半分にひいた 」としてこれにまつわ る話を記 してい
る.異 本(z)はこれをマハーバー ラタに もとつ く話として 「おのれの体 を半分にひかせた 」と記して
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い る.ク リシ ユ ナ が 身 を や つ し た バ ラ モ ン の 子 の た め に わ が 身 を の こ で ひ か せ た ラ トナ ナ ガ ラ の王
マ ユ 〒 ラ ド ウ ワ ジ ャの 話 が ♂JaiminiAshVamedha、、に 伝 え ら れ て い る.(M.M.Siddheshwar
Sha`striChitrao,BharatvarsiyaPracinCaritrakosha,Puna,1934)
4ヒ ン デ ィ ー訳 で は の こ ぎ りと し て い る.異 本(1>～(4)いず れ もKrakaca(のこ ぎ り)に な つ
て い る.
5異 本(1)は原 文 の'Sarvanbhagavatankritva...写を 「 バ ー ガ ヴ ァ タ(プ ラ ー ナ)を す
べ て 聴 聞 し ・..」と訳 し,異 本(2)及び(3)は「す べ て の 臣 下 をバ ガ ヴ ァー ン の 信 徒(ヴ イシ ユ ヌ 信 徒)
に して 」 と 訳 す.異 本(4)は厂 バ ガ ヴ ァー ン に 関 す る こ と な し...」 とす る.
6Svayambhuvaltlsmr七ahとあ る が,異 本(ユ)はSvayambhuv。Ibhavatkila,異本(2.)～(4)
はSv町a曲 ㎞rabhavatkilaとす る.
(訳 。註 田 辺 美 保)
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